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現在の歴史的集落における景観保全の方向は、いわゆる、｢歴史性を演出｣する傾向が強

いと考えられる。景観保全を行うことで、歴史的集落の景観はパターン化し実際生活と関

わりが弱くなって、その結果、景観が集落固有の歴史や文化を必ずしも十分に伝えること

に結びつかないという問題が指摘されている。 
歴史的集落の景観に対する真正性を守ることや観光資源として活用することをも考慮し、

景観保全の管理対象を明確にし、管理方策のあり方を論じる必要があると考えられる。そ

こで、本研究の目的は、歴史的集落における｢伝えるべき情報｣とその伝達媒体として重要

な役割を果している景観の特徴を明確にし、その管理方策を考察することにした。 

本研究の対象は、韓国と日本の歴史的集落である。韓国と日本は、共に近代化や高度成

長の過程を持ち、集落の空間秩序から建築物の材料まで欧米の集落空間と異なる類似する

特徴を持っている。 

本論文における目的を達成するため、①韓国と日本の歴史的集落における制度と集落の

空間構造に関する比較、②集落情報を伝える伝達媒体としての景観把握モデルの作成、③

景観把握モデルを適用した事例研究、④景観管理方策のあり方に関する考察の4つの具体

的な研究目的と研究内容を設定し第1章にとりまとめた。 

 

2章は、具体的な研究目的の①に関するものであり、韓国と日本における歴史的集落の



景観保全に関する制度的手法と集落の空間構成を比較し、各々の特徴について論じた。 
保護制度の展開に関する比較では、初期に韓国は日本から影響を受けており、制度の内

容も類似する面が多いが、日本では管理手法として伝統的な要素を直接の保護対象とし、

要素間の景観的調和による景観管理を目指している一方で韓国は史跡、民俗資料などの既

存の文化財カテゴリーでの原型維持という方策を行っている差が見られた。しかし、最近

は両国共通に遺跡や歴史的建造物群のカテゴリーから保全対象を拡大し、環境の総合的指

標になる景観を対象とする保全、管理へと関心が集まっている傾向が見られる。 
歴史的集落が属する文化財保護法の文化財カテゴリーに関する制度と管理活動の比較は、

韓国の安東市河回村と日本の白川村荻町を事例にして行った。 
河回村の場合には、民俗学や歴史学上の価値を優先させた国の意志による保護指向の強

い景観管理を行っているが、それは｢血縁｣を基盤とする住民サイドの伝統を護ろうとする

意識の支えを前提にしたものであり、現在ではその意識が弱まってきており、今後、住民

生活に対する配慮が重要な課題となっている。荻町の場合には、歴史的な建造物と環境物

件を保護することで歴史的景観保護を目指しているが、景観を構成する要素の保護にとど

まってしまい、修景と称される管理活動の過程で、歴史的景観の形骸化の問題があり、景

観管理のあり方の検討が大きな課題である。 
集落の立地、空間秩序に関する比較では、韓国の歴史的集落は、集落を主導する両班階

級を中心に集落形態が形成され、風水地理説による明堂に家屋が道より優先して形成され

た集落立地の特徴がある。しかし、日本の歴史的集落は、家屋立地の選択上、韓国の歴史

的集落のような規則がなく、むしろ、立地条件や道環境で人々がどのように適応するかに

関する工夫によって、集落形態の特徴が見られる。また、韓国の歴史的集落の街路は機能

上、いくつかの類型に区分でき、空間を分離し階層を示す機能をも持っている特徴がある

と考えられるが、日本の歴史的集落の街路は、｢共有｣という概念で集落を一体化する機能

や特徴を持ち、両国の歴史的集落の街路では相違する特徴が見られる。 
 

3章は、具体的な研究目的の②に関するものであり、集落情報の発信に関する路上景観

が果たす役割を理論的に説明するために景観把握モデルを提案し、景観把握モデルに基づ

き、現在景観管理の問題を明らかにした。 
集落情報を伝える伝達媒体としての景観把握モデルは、見る主体に関わるものである景

観像と価値観を｢観者｣、見られる対象に関わるものである表層景、本質景を｢対象景観｣に

区分したものである。景観把握モデルを用いて歴史的集落における景観を観者と対象景観

の関係により、集落の像(Image of Village)、集落景観(Village Landscape)、路上景観

(View on the Street)の3つの相違する位相に区分した。 
本来は3つの景観の位相は非常に強い関係を持っているが、現在の歴史的集落の状況で

は、路上景観と集落景観が乖離する例が少なくない。それは、集落全体を保護しようとす

る韓国の集落や景観要素の保護と周辺環境との調和を通して集落を管理しようとする日本



の集落で、共通する問題である。その原因は両国ともに路上景観の管理の中で、景観要素

だけに注目し、景観要素間の関係に関心を置いていないため、集落景観を表す景観要素間

の関係が見え難くなり、結果、路上景観から集落景観が認識し難くなる状況に結びついて

いることが分かった。 
 
4章では、具体的な研究目的の③に関するものであり、日本下郷町大内宿、日本白川村

荻町、韓国慶州市良洞村、韓国安東市河回村の4つの調査対象地で、実際の景観管理にお

ける路上景観と集落景観の関係及びその変化を把握した。 
大内宿の事例では、半宿半農の暮らしを表す集落景観の特徴を表通りの両側に立ち並ぶ

景観要素の規則的配置により把握できた。しかし、現在の大内宿における景観管理は、茅

葺家屋群の町並みだけを保全し、オモテに見える農村としての大内宿の特徴を軽視するた

め、本来、伝えるべき半宿半農の大内宿の集落景観が見え難くなっている。路上景観の中

で農村としての大内宿を見せるオモテの景観に注目すると、集落景観を構成する景観要素

の空間的関係の変化に気付くことができるが、オモテの景観の特徴に関する理解が不十分

な状況では、集落景観を構成する景観要素の空間的関係の変化に気づき難くなっているこ

とが分かった。 
荻町の事例では、多核共同体を表す集落景観の特徴が中景の合掌造り景観と近景の合掌

造り景観の反複的な表れで把握できた。しかし、荻町の景観管理の関心は合掌造りの一軒

の建物に集中し、非合掌造りの建物の増加や農地の減少など土地利用の変化が見られる。

その結果、荻町では多核共同体を表す集落景観の特徴を路上景観で認識し難くなっている。

路上景観において、集落景観の特徴に関わる水田などの景観要素と合掌造り家屋群の関係

が把握し難くなり、集落景観も変容に気づき難くなっていることが分かった。 
良洞村の事例では、階層社会の立体的空間構造を表す集落景観の特徴が中心路で見られ

る全景から社会構造･集落生産などの集落全体の構造を見ることができ、副路と細路で見

られる仰望景や俯瞰景から住居集団の構造を見ることができた。特に、細路の路上景観は

下から中心両班家屋を見上げる景観と中心両班家屋から居住集団の領域を見下ろす景観の

2つの異なる景観が同時に体験でき、それを通して立体的な階層構造を認識することがで

きる。しかし、集落全体の物理的環境を守っていても、集落内の植栽や森林に対する管理

が不十分であるため、副路、細路からの仰望景や俯瞰景を見ることができなくなり、良洞

村における集落景観の特徴を認識し難くしていることが分かった。 
河回村の事例では、平面的空間構造の中に社会の階層を表すという集落景観の特徴が見

られた。良洞村と比較して視覚的に集落景観の特徴を把握し難い河回村では、階層レベル

の高い両班住居が集まる中心部の路上景観と、階層レベルが低い庶民が居住する周縁部の

路上景観で、景観要素の組み合わせの様相が相違することから集落景観の特徴を把握する

ことができた。特に放射路では路上景観の連続的な体験を通して、集落構造を理解するこ

とができる。しかし、観光地化による民宿、食堂、お土産店などの土地利用の変化は路上



景観が果たした役割を混乱させ、物理的空間構造は、原型を維持していても、人が体験す

る路上景観は変化し、そこから読み取る集落景観も見え難くなっていることが分かった。 
 
5章は、具体的な研究目的の④に関するものであり、2章～4章の研究結果を総合した上

で歴史的集落における路上景観の特徴を明確にし、韓国と日本における歴史的集落に関す

る既存の制度の問題と今後の管理方策を考察した。集落景観の認識に関わる路上景観は1
つの路上景観を通して全体の集落構造を知るタイプと1つの路上景観から部分的な構造が

見え、その積み重ねで、集落構造を知るタイプの2つがあることが分かった。また、両方

の方法で路上景観から集落景観を認識できる複合型もある。3章で、路上景観が集落景観

を正しく伝えるためには、意味を持つ景観要素 (Element)と景観要素間の相互関係

(Structure)を重視する必要があると指摘したが、歴史的集落の管理方策は、集落景観を読

み取るような路上景観の状態を維持することが重要である。そのため、集落景観が把握で

きる路上景観の重要な眺望点やルートなどを定め、集落景観の特徴が路上景観で明確に読

み取れるように路上景観を管理する必要がある。観光活動などによる新たな土地利用の変

化に対しては、集落景観を路上景観から明確に見せるように景観構造を強調する計画を行

うことが集落景観の保全につながる景観管理方策になると言える。 
 
6章では、論文の各章の内容をまとめた。考察では、景観保全に関する時代の要求が増

加することに対し、景観管理の中で、景観要素だけではなく、対象空間の本質を表す景観

要素間の関係に注目する必要があることを示した。最後に、景観保全に関する新たな制度

的動きとして文化財保護法の文化的景観に注目し、その保全に関わる主な景観要素間の関

係の様相を明らかにすることを今後の課題にした。 
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